
2

◇
研
究
助
手
報
告
◇

『
釋
浄
土
群
疑
論
』
諸
本

の
研
究

村

上

真

瑞

『
釈
浄
土
群
疑
論
』

に
は

い
か
な

る
版
本
、
写
本
が
現
存
す
る
か
調
査
し
そ
れ
ら
を
年
代
別

に
整
理

し
て
い
か
な
る
違

い
が
あ
り
、
互

い
に
ど
の
よ
う
な
関
係

に
あ
る
か
を
考
察
し
て
み
た
い
と
思
う
。

『
釈
浄

土
群
疑
論
』
宝
永
版
巻
第
七

の
刊
記

に
は
義
山

に
よ

っ
て
次

の
よ
う
に
記
さ
れ

て
い
る
。

今
依

延
応
寛
元
建
長
寛
永
印
本
及
古
徳
書
写
数
本
以
為
校
讎
黜
譌
従
正
新

成

一
本
若
其
有
疑
則

闕
焉
而
俟
後
賢
之
是
正
耳

宝
永

二
歳
次
乙
酉
十
二
月

八
日

0

洛
東
華
頂
釈
義
山
書

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
義
山
が
宝
永

二
年

(
一
七
〇

五
)

に
開
版
し
た
当
時
、
過
去

に
お
い
て
延
応

(
一

二
三
九
～

=

一四
〇
)
、
寛
元

(
=

一
四
三
～

=

一
四
七
)
、

建

長

(
=

一
四
九
～

=

一
五
六
)
、

寛

永

(
一
六
二
四
～

一
六
四
四
)
の
四
回

の
開
版
が
あ

っ
た
こ
と
が
伺

わ
れ

る
。

こ
の
中

で
、
現
存
す

る
も
の
は
、
建
長
版
、
寛
永
版
、
宝
永
版

の
三
本
で
、
延
応
版
、
寛

元
版

は
、
す
で
に
散
佚
し
て
現

在
見

る
こ
と

は
で
き
な

い
、
た
だ
し
、

『浄

土
教
文
化
史
論
』
に
よ
る
と
、

68

釈
浄

土
群
疑
論
第
五

懐
感

京
都
市
左
京
区

禅
林
寺
蔵

鎌
倉
時
代
刊

(
表
紙
墨
書
)

沙
門
真
恵

②

○

『
京
都
大
蔵
会
第

二
回
展
観
目
録
』
所
出
。

と
記
さ
れ
、

『
大
蔵
会
展
観
目
録
』
に
よ
る
と

m

釈
浄
土
群
疑
論
第

五

一
冊

永
観
堂
蔵

③

表
紙

二

「沙
門
真
恵
」

ノ
墨
書

ア
リ

と
記
さ
れ
る
よ
う

に
、
鎌
倉
時
代

の
版
本
第

五
巻
だ
け
で
は
あ
る
が
禅
林
寺

に
存
在
す
る
こ
と
が
解

る
。
し
か
し
こ
れ
が
延
応
、
寛
元
、
建
長

の
ど

の
版

に
あ
た
る
の
か
、
ま
た
は
そ
れ
以
外

の
も

の
な

の
か

に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
は
な

い
。

こ
の
ほ
か
に
、
大
正
大
学
図
書
館

に
桑
誉
上
人
書
写
に
よ
る

『
釈
浄

土
群
疑
論
』
が
存
在
す

る
。

こ
の
本
に

つ
い
て
は
、
金
子
寛
哉
氏
が
す
で
に
、
昭
和
六
三
年
九
月

一
五
日
に
日
本
宗
教

学
会

に
お

い
て
研
究
発
表

を
さ
れ
て

い
る
。
そ
れ

に
よ
る
な
ら
ぽ
、
桑
誉
上
人

(
了
的

)
書
写
本

は
、
存
応

と

了
的
と
の
係

わ
り
か
ら
考
え
て
、

一
六
〇
八
年

か
ら

一
六

一
六
年

の
間

に
書

写
さ
れ
た
も

の
で
あ
り

原
本

は
古
体

を
伝
え
寛
永

版
に
も
先
行
す
る
も
の
で
あ

る
と
結
論

さ
れ

て
い
る
。

以
上
四
本

の
版
本
、
写
本

の
他

万
治
版
が
現
在
見

る
こ
と
が

で
き

る
。
今
回
は
建
長
、
桑
誉
、
万

治
、
宝
永

の
四
本

を
対
照
し
な
が
ら
そ

の
関
係

に

つ
い
て
考
察

し
て
い
き

た
い
。
ま
ず
建

長
版

に

つ

い
て
は
、
次

の
よ
う
な
資
料

に
現
わ
さ
れ

て
い
る
。

『浄

土
教
版

の
研
究
』

に
よ
る
と

17

建
長

二
年
版
群
疑
論

六
帖

粘
葉
綴

(
図
版
第

一
四
)

京
都
市

久
原
文
庫

蔵

(
刊
記
)
建
長

二
年
庚

戊

季
夏

日

願
主
比
丘
往
成

本
書

は

つ
ぶ
さ

に
は

「
釈
浄
土
群
疑
論
」

と
云
い
、
唐
代

の
懐
感
禅
師

の
著

で
、
浄

土
教
中
国

撰
述

の
祖
釈
と
し
て
重

ぜ
ら
れ

て
い
る
書
で
あ
る
。前

二
版
と
同
じ
く
比
丘
往

成
の
開
版

で
、
そ

の
開
版

三
種

の
う
ち
、本
書

は
最
後

に
開
梓
さ
れ
た
ゆ
え

か
書
体
最
も
優
麗

で
あ
る
。東
京

の
大

正
大
学

に
あ
る
同
版

の
も

の
は
浄
土
宗
宗

宝
に
指
定
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
久
原
本
(
一
二
五
〇
碑

版
)

は
古
経
堂

の
蔵
印
が
あ

る
。
惜
し

い
こ
と
は
第

四
巻
と
第

五
巻

の
後
半

は
散
逸

し
て
い
る
。

と
記
さ
れ
、

『
浄
土
教
文
化
史
論
』

に
よ
る
と
、

67

釈
浄
土
群
疑
論

懐
感

東
京
市
豊
島

区
大

正
大
学
蔵

建

長
二
年
刊

粘
葉
綴

七
巻
七
帖

半
面
六
行

一
行
十
七
字
詰

浄

土
宗
宗
宝

(
刊
記

)
建
長

二
年
庚
戊

季
夏

日

願
主
比
丘
往
成

○

こ
の
本
京
都
市
古
市
堂
文
庫

に
古
経
堂
印

の
あ
る

一
本
あ

る
も
惜
し

い
か
な
第

四
、
五
巻

の

⑤

後
半

を
逸
脱
す
。

と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
少
な
く
と
も
建
長
版
は
二
部
現
存
す

る
こ
と
と
な
る
の
で
あ

る
。
そ

こ

で
実
際
調
べ
て
み
る
と
、
京

都

の
久
原
文
庫
本

は
、
す

で
に
久
原
文
庫

に
は
な
く

、
東
京
都
世

田
谷

区
上
野

毛

に
あ

る
大
東
急
記
念
文
庫

に
納
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
こ
で

『
大
東
急
記

念
文
庫
書
目
』

に
よ
る
と
、

釈
浄

土
群
疑
論

七
巻

(
巻

四

・
六

・
七
欠
)
唐

懐
感

建
長

二
刊

⑥

(
鵜

飼
徹
定

旧
蔵
)
四
帖

二
五
凾

六
三
架

一
〇
八
七
号

と
記
さ
れ
て

い
る
。
今
回
実
際

に
大
東
急
記
念
文
庫

へ
足

を
運
び
建
長
版
を
調
査
し
た
結
果

、
散
逸

部
分

は
、
三
巻

の
前
半

一
部
、
四
巻
全
部

、
五
巻
後
半

一
部
、
六
巻
後
半

一
部
、
七
巻
前
半

一
部

で

あ

り
、
全
く
散

逸
し
て
み
る
こ
と

の
で
き
な
い
も

の
は
、
四
巻

だ
け
で
あ

る
こ
と
が
判
明
し
た
。
今

回
資
料
と
し
て
他

の
諸
本
と
対
比
し
て
示
す

こ
と
が

で
き
た
。

次

に
浄
土
宗
宗

宝
に
指
定
さ
れ

て
い
る
大

正
大
学
蔵

の
建

長
版
に

つ
い
て
調

べ
て
み
た
が
、
散
逸

し
て
現
在
見
る

こ
と
が

で
き
な

い
こ
と
が
判
明

し
た
。
貴
重
な
文
化

財
で
あ

る
だ
け

に
非
常

に
残
念
⑦

で
あ
る
。
因

み
に
大
正
蔵
経

の

『
釈
浄

土
群
疑
論
』
原
本

は
、

「建

長

二
年
刊
小
野
玄
妙
氏
蔵

本
」

で
あ
る
と
さ
れ

て
い
る

こ
と
か
ら
、
大
正
蔵
経
編
纂
時

に
お
い
て
は
、
完
全

な
版
本
が
現
存
し
て

い

た
と

い
う
こ
と
が

で
き
よ
う
。

し
た
が

っ
て
、
現
在
建
長
版

の
全
貌
を
見
よ
う
と
す

る
な
ら
ば
、
大



c:　

正
蔵

経
に
載

せ
ら
れ
て

い
る

『
釈
浄

土
群
疑
論
』

に
よ

っ
て
見

る
こ
と
が

で
き

る
と

い
え
よ
う
。

次

に
大
正
大
学
図
書
館
蔵
桑
誉
上
人
了
的
書
写

に
よ
る

『
釈
浄
土
群
疑
論
』

に

つ
い
て
は
、
貴
重

な
原
本
を
見

せ
て
頂
き
、

マ
イ

ク

ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ

っ
て
そ
の
全
貌
を

コ
ピ
ー
す

る
こ
と
が

で
き

た
。

こ
れ
も
今

回
資
料
と
し
て
の
せ
る
こ
と
が

で
き

た
。

最
後

に
寛
永
版
と
宝
永
版

に

つ
い
て
は
、
宝
永
版

は
私

の
手

元
に
原
本
が
あ

っ
た
の
で
原
本

よ
り

対
比
し
て
資
料
を
制
作
す

る
こ
と
が
で
き
た
が
、
寛
永
版

は
見

る
こ
と
が
で
き

な
か

っ
た
。
か
わ
り

⑧

に
無
刊
記

の
版
本

で
佐

々
木
求

巳
氏

に
よ
れ
ば
万
治
二
年

以
前

の
開
版

で
あ

る
と
さ
れ
て
い
る
も

の

が
手
元
に
あ

っ
た

の
で
対
比
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

以
上
四
本

を
対
比
し
て

一
覧
表
を
制
作

し
て
み
た
が
、
概
説
的

に
い
う
な
ら
ば
、
建
長
版
と
万
治

版
と
は
非
常

に
共
通
部
分
が
多

い
と

い
う
こ
と
が

で
き
る
。
そ
れ

に
対
し
て
、
桑
誉
書
写
本

に

つ
い

て
は
、
金
子
寛
哉
氏
は
、
古
本

の
形
態
を
と

っ
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て

い
た
が

、
桑
誉
書
写
本

よ
り

後

に
編
纂

さ
れ

た
万
治
版

の
方
が

よ
り
建
長
版

に
近

い
こ
と
も
見
出
さ
れ
る
。

ま
た
、
桑
誉
書
写
本

の
第
六
巻

の

一
部

に
は
、
現
存
す

る

『
釈
浄
土
群
疑
論
』

で
は
考
え
ら
れ
な

い
よ
う
な
書
き
間
違

い

と
も
言

い
難

い
相
違
が
見

出
さ
れ
た
。

こ
の
相
違

は
、
本
文

の
順
番
が
突
然

入
れ
違

っ
て

い
る
の
で

あ

る
。
文
書

の
す
べ
て
は
有

り
脱
落
部
分

は
な
い
の
で
あ
る
が
な
ぜ

こ
の
よ
う

な
文
章

に
な
る
の
か

理
解
し
難

い
こ
と

で
あ
る
。

し
か
し

こ
の
本

は
、
大
本
山
増
上
寺
桑
誉
了
的

の
書
写

に
よ
る
も

の
で

あ
り

一
字

一
句
誤
り
な
く
書
写
し
た
も

の
で
あ

る
か
ら
間
違

い
で
あ
る
と
い
う

こ
と

は
で
き

な
い
。

そ

の
よ
う
な
本
文
を
持

つ
本
が
伝
わ

っ
て
い
た
と
考
え
た
方
が
正
し

い
で
あ

ろ
う
。

次

に
義

山
に

つ
い
て
は
様

々
な
版
本
書
写
本
を
参
照
し
な
が
ら
も
、
そ

の
中

で
、
多
く
桑
誉
書
写

本

の
文
を
採
用
し

て
い
る
。
す
な
わ
ち
他
本
を
採
用
せ
ず
桑
誉
書
写
本

の
文
を
採
用
し
た
数

を
私

の

対
照
表
よ
り
調
べ
て
み
る
な
ら
ぽ
、

一
巻

二
十
回
、
二
巻
十

二
回
、
三
巻

八
回
、
四
巻

六
回
、

五
巻

七
回
、
六
巻

二
回
、
七
巻

四
回
、
計
五
十
九
回
採
用
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う

に
比
較
的
多
く

の
文
が
、

桑
誉
書
写
本
と
同
じ
も
の
を
採
用
し
て

い
る
こ
と
か
ら
考
察
し

て
、
桑
誉
書
写
本
と
義

山
版
と

の
間

『釈
浄
土
群
疑
論
』
四
本
対
照
表

に
、
浄
土
宗
独
特
の
系
統
が
伝
わ

っ
て

い
た
の
で
は
な

い
か
と

い
う

こ
と
も
推
測
す

る
こ
と
が

で
き

る
。

し
か
し
義
山
版

に

つ
い
て
は
、
他

の
本

に
ま

っ
た
く
な

い
よ
う
な
文
も
多
く
見
出
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
文
書
上
意
味

の
不
明
な
も

の
を
単
語

を
付
け
足
し
て
明

ら
か
に
し
た
り
、
経

の
引
用

は
原
本

と
違

っ
て
い
る
部
分

を
原
本

に
あ
わ
せ
た
り
、
様

々
な
改
変

を
行

っ
て
い
る
。
従

っ
て
読

み
ゃ
す
く

は
な

っ
て
い
る
が
、

『
釈
浄
土
群
疑
論
』

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
姿

は
建
長
版
、
万
治
版
の
方
が

よ
り
明

確

に
示
さ
れ
て

い
る
と

い
う

こ
と
が

で
き

る
で
あ

ろ
う
。

最
後

に
貴

重
な
版
本

、
写
本
を
調
査
す

る
の
に
御
協
力

頂

い
た
、
大
正
大
学
大
谷

旭
雄
教
授
、
徳

川
黎
明
会
竹
内

正
直
氏

、
大
東
急
記
念
文
庫
村
木
敬
子
女

史
に
感
謝

し
て
御
礼

を
申

し
上
げ

る
次
第

で
あ

る
。

註

今
回

の
論
文

の
本
論

は
、

『
仏
教
論
叢
』
第
三
十
四
号
と
重
複
す
る
も

の
で
あ

る
が
、
四
本

対
照
表

の
詳
細

な
考
察

の
た
め
に
は
不
可
欠

で
あ

る
の
で
、
あ
え

て
載

せ
る

こ
と
と
し
た
。
な

お
、

『仏
教
論
叢
』

に
は
ス
ペ
ー

ス
上

四
本
対
照
表

は
載

せ
る
こ
と
が

で
き
な
か

っ
た
た
め
、

当
論
文
が
最
初

の
も

の
で
あ
る
。

①

宝
永
版

『
釈
浄
土
群
疑
論
』
巻
第
七
刊
記

②

藤
堂
祐
範
著

『
浄
土
教
文
化
史
論
』
四
〇
九
頁
。

③

昭
和

五
十

六
年
文
華
堂
書
店
刊

『
大
蔵
会
展
観
目
録
』

三
五
～
三
六
頁
。

④

藤
堂
祐
範
著

『
浄
土
教

版
の
研
究
』
四
三
頁
。

⑤

藤
堂
祐
範
著

『
浄
土
教
文
化
史
論
』
四
〇
九
頁
。

⑥

『大
東
急
記
念
文
庫
書
目
』

五

一
〇
頁
。

⑦

『
大
正
蔵
経
』
四
七
巻

三
〇
頁
脚
注
。

⑧

佐

々
木
求

巳
著

『
眞
宗
典
籍
刊
行
史
稿
』

一
八
三
頁

宝
永

(
義
山
)
版

(
宝
永

二

嵩
8
)

一
行

一
七
文
字

一
丁

一
六
行

法
体
不
可
見

文
殊
師
利
礼
云

大
菩
薩
用
平
等
性
智

随
其
浄
心

小
行
菩
薩

而
見
彼
扶
根

在
他
受
用
土

一
巻

一
左
一
左
二
右
三
右
四
右
五
右
六
右

万
治
版

(
万

治
1
1

1
6
5
9
以
前

)

一
行

一
八
文
字

一
丁

一
八
行

五
文
字
無

文
殊
師
利
礼
云

大
菩
薩
平
等
性
智

随
其
浄
心

少
行
菩
薩

何
見
彼
扶
根

在
他
受
用
浄
土

一
巻

一
右
二
右
二
左
三
左
四
右
五
右

桑
誉
了
的
筆

く
i
s
o
s
～
ト
①
ト
①
)

建
長
版

(
建
長

ニ

ト
b。
9
)

l.
行

1
七
文
字

一
丁

一
八
行

一
行

一
七
文
字

一
丁

一
二
行

五
文
字
無

文
殊
師
利
礼
仏
云

大
菩
薩
平
等
性
智

随
其
心
浄

小
行
菩
薩

何
見
彼
扶
根

在
他
受
用
浄
土

五
文
字
無

文
殊
師
利
礼
云

大
菩
薩
平
等
性
智

随
其
浄
心

少
行
菩
薩

何
見
彼
扶
根

在
地
受
用
浄
土



4

宝
永

(
義
山
)
版

(
宝
永
ニ

ミ
8
)

一
丁

一
六
行

一
行

一
七
文
字

此
之
論
文

阿
難
言
此
界
第
三
炎
天

亦
如
凡
夫

四
天
下
人
等
亦
得
名

浄
土
凡
夫
亦
得
名

有
寛
有
狭
只
如
世
間

何
者
只
如
如
来
所
変

既
勝
欲
界
形

豈
非
三
界
身

是
其
界
所
摂

而
此
報
業

変
似
浄
土
相
現
故
名

穢
土
等
是
也
今
此

如
何
蓮
華
蔵
世
界

経
唯
説
浄
相
不
説
穢
相

欲
生
彼
故
也

請
為
開
示
広
陳

鑿
荒
途

読
者
罕
知

作
浄
穢
相

同
時
現
浄
穢
故
故
日

仏
国
厳
浄
也
釈
日

功
能
能
現
衆
多
相

足
指
按
地

有
何
衆
生
為
能
生
有
何
浄
土
為

人
法
相
唯
此
等
教

非
一
非
異

故
教
有
二
門
也
不
可
読

便
毀
而
不
持
也
此
即

不
畢
竟
堕
於
寂
滅

菩
薩
行
雖
成
就

一
切
諸
法

大
品
経
等
説

而
汝
所
引
大
品
経
等

旡
相
之
教

七
左
九
左

一
〇
右

一
一
左

=

左

一
二
右

一
二
右

一
四
右

一
五
右

一
五
左

一
六
右

一
七
左

一
七
左

一
九
右

二
〇
左

二
〇
左

二
〇
左

一
二

右

二

一
右

二

一
右

一
二

左

二
三
左

二
四
右

二
四
左

二
四
左

二
六
右

二
六
右

二
七
右

二
七
右

二
八
右

二
八
右

二
八
右

二
九
右

二
九
右

万
治
版

(}C
治

1
1

1
6
5
9
以
前
)

一
丁

一
八
行

一
行

一
八
文
字

此
論
文

阿
難
言
第
三
炎
天

只
如
凡
夫

四
天
下
人
等
亦
得
名

浄
土
凡
夫
亦
得
名

有
寛
有
狭
只
如
世
間

何
者
亦
如
如
来
所
変

既
勝
欲
形

実
非
三
界
身

是
其
三
界
所
摂

而
此
業
報

変
似
浄
土
相
現
名

穢
土
等
是
今
此

何
蓮
華
蔵
世
界

経
唯
説
浄
不
説
穢
相

欲
生
彼
故

請
為
開
宗
広
陳

鑿
荒
途

謂
者
罕
知

作
浄
穢
等
相

同
時
現
浄
穢
故
日

仏
国
厳
浄
釈
日

功
能
現
衆
多
相

足
指
接
地

有
何
衆
生
為
能
生
浄
土
為

人
法
相
此
等
教

非

一
異

故
教
有
二
門
不
可
読

便
毀
而
不
持
此
即

不
随
於
畢
竟
寂
滅

菩
薩
行
成
就

一
切
諸
法

大
品
経
等
雖
説

汝
引
大
乗
経
等

无
相
之
之
教

六
左
八
右
八
左
九
左

一
〇
右

一
〇
右

一
〇
右

一
二
右

一
二
左

=
二
右

=
二
左

一
五
右

一
五
右

一
六
右

一
七
右

一
七
右

一
七
左

一
七
左

一
七
左

一
八
右

一
八
左

二
〇
右

二
〇
右

二
〇
左

二

一
右

二

一
左

二
二
右

二
二
左

二
二
左

二
三
左

一
ゴ
ニ
左

≡

二
左

二
四
右

二
四
左

桑

誉

了
的

筆

(
1
60
8
^
-16
16
)

一
行

一
七

文

字

一
丁

一
八
行

此
之
論
文

阿
難
言
此
界
第
三
炎
天

亦
如
凡
夫

四
天
下
人
等
只
得
名

浄
土
凡
夫
只
得
名

有
寛
有
狭
亦
如
世
間

何
者
只
如
如
来
所
変

既
勝
欲
形

非
実
三
界
身

是
其
三
界
所
摂

而
此
報
業

変
似
浄
土
相
現
故
名

穢
土
等
是
今
此

如
何
蓮
華
蔵
世
界

経
唯
説
浄
不
説
穢
相

欲
生
彼
故

請
為
開
宗
?
示
?
広
陳

鑿
荒
途

読
者
罕
知

作
浄
穢
等
相

同
時
現
浄
穢
故
日

仏
国
厳
浄
釈
日

功
能
能
現
衆
多
相

足
指
按
地

有
何
衆
生
為
能
生
有
何
浄
土
為

人
法
相
此
等
教

非
一
非

(行
間
小
文
字
)
異

故
教
育
二
門
不
可
読

便
毀
而
不
持
此
即

不

(行
間
小
文
字
)
堕
於
畢
竟
寂
滅

菩
薩
行
成
就
一
切
諸
法

大
品
経
等
雖
説

汝
所
引
大
品
経
等

无
相
之
教

建
長
版

(

1長

i
1

�
25
o
)
一
丁

一
二
行

一
行

一
七
文
字

此
論
文

阿
難
言
第
三
炎
天

只
如
凡
夫

四
天
下
人
等
亦
得
名

浄
土
凡
夫
亦
得
名

有
寛
有
狭
只
如
世
間

何
者
亦
如
如
来
所
変

既
勝
欲
形

実
非
三
界
身

是
其
界
所
摂

而
此
業
報

変
似
浄
土
相
現
名

穢
土
等
是
今
此

何
蓮
華
蔵
世
界

経
唯
説
浄
不
説
穢
相

欲
生
彼
故

請
為
開
宗
広
陳

鑿
荒
途

読
者
罕
知

作
浄
穢
等
相

同
時
現
浄
穢
故
日

仏
国
厳
浄
釈
日

功
能
現
衆
多
相

足
指
接
地

有
何
衆
生
為
能
生
浄
土
為

人
法
相
此
等
教

非
一
異

故
教
有
二
門
不
可
読

便
毀
而
不
持
此
即

不
随
於
畢
竟
寂
滅

菩
薩
行
成
就

一
切
諸
法

大
品
経
等
雖
説

汝
引
大
乗
経
等

无
相
之
教



5

斯言

誠
可誠

也

二
九
左

斯言

誠
可試

也

二
四
左

斯
言
誠
可
誠
(
イ
マ

シ
メ
ノ
ル
ビ
ア

斯
言
誠
可
試
也

リ
)

也

浄仏

国
土

二
九
左

浄
国
土

二
四
左

浄
仏
国
土

浄
仏
国
土

宝
樹
宝
池
等

三
〇
右

宝
樹
池
等

二
五
右

宝
樹
宝
池
等

宝
樹
池
等

既
有
品
類
差
殊

三
二
右

既
品
類
差殊

二
七
右

既
品
類
表殊

既
品
類差

殊

ー

I
I
F

-I

i

I

I
II

I

ー
トー

,

1

生
者
為
虚
誑法

相
続
之
相

二
巻
二
右

生
者
相
続之

相

二
巻
二
右

生
者為

虚
誑
法
相
続
之
相

1

1

1

生
者
相続

之
相

此
之
両
経

三
右

此
両
経

二
左

此
之
両
経

此
両
経

不
成
進
道

三
左

非
成進

道

三
右

非
成進

道

非
成進

道

自
心
変
現

五
左

自
心
変化

四
左

自
心
変化

自
心
変化

見有

往
来

五
左

見
有往

生

五
右

見有

往生

見有

往生

非関

他
也

五
左

非
開他

也

五
右

非開

他
也

非開

他
也

有往

有
来

六
右

有
往
来

五
右

有往

来

有往

来

諸仏

所
師
所
謂法

也

六
左

諸
仏
所
師
謂
法
也

五
左

諸仏

所
師
所
謂
法
也

諸
仏
所
師
謂
法
也

斯何

義
耶

六
左

斯
何
理
耶

五
左

斯何

理
耶

斯何

理
耶

雖能

所
説
殊

八
左

唯
能
所
説
殊

七
右

唯能

所
説
殊

唯能

所
説
殊

彼既

=

呼
召

九
右

彼
即
一
一

呼
召

七
左

彼即

一
一

呼
召

彼
即
一
一

呼
召

或上

或
下
論
人差

別
浄
土
既

九
左

或
上
人
下
人
義
論浄

土
既

八
右

或上

人
下
人
義
論浄

土
既
(
小
字)

或上

人
下
人
義
論浄

土
既

三
賢
十
聖
住
果報

一

〇
右

三
賢
十
聖
住
果
報
土

八
左

三
賢十

聖
住
果
報
土

三
賢
十
聖
住
果
報
土

並
不
得
生

一

〇
右

並
得生

八
左

並
不
得
生

並
得
生

通引

一

切
凡
愚

一

〇
左

引
一

切凡

愚

九
右

引
一

切
凡
愚

引
一

切
凡
愚

拾取

一

字

一

三

右

捨
取一

字

一

一

右

捨取

一

字

捨取

一

字

三
福散

善

=
二
右

三
種散

善

一

一

右

三
種
散
善

三
種
散
善

浄
土
正
因

=
二
右

浄
業
正
回

二
右

浄
業正

回

浄
業
正
国

弘誓

願
接
引
衆
生

一

三

左

弘誓

願
願
接
引
衆
生

一

一

左

弘
誓
願
願
接引

衆生

弘
誓
願
願
接引

衆生

或
又誹

謗

一

七

左

又
誹謗

一

五
右

又
誹
謗

又
誹
謗

弘誓

願
願
我
往
生
西
方

一

八
右

弘
誓願

我
往
生
西
方

一

五
右

弘
誓
願
願
我往

生
西
方

弘
誓
願
我往

生
西
方

遂
便空

有
願
言

一

八
左

遂
使空

有
願
言

一

五
左

遂使

空
有
願
言

遂
使
空
有願

言

或
旦
起
行
之
人乃観経下文言能修習浄業方入花中穢土中生二陰説有无也准知此穢土生

天
中陰香飯之気疑者説也何故而説経

之
中

一

八
左二〇左二〇左二二右二二左二三右二一二左二四右二四左

或
但起

行
之
人及観経下文言能習浄業方応入花中穢土中生二陰

者説有无耶准知穢土生天中
陰香之気疑者説而説経之中

一

五
左一七右一七右一八左一九右一九左二〇右二〇左二〇左

或
但
起
行
之
人及観経下文言能習浄業方応入花中穢土中生二陰

者
(
行
間
小
文字

)説有无耶准知穢土生天中陰香之気疑者説而説経之中

或
但起

行之

人及観経下文言能習浄業方応入花中穢土中生二陰
者説有无耶准知穢土生天中

陰香之気疑者説而説経之中
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寧訟

蠡

報
(宝

永
二

目
刈8一丁一六行

)

万
治
版
(
万

治1
1

1
6
5
9
以
前
)一行一八文字一丁一八

行

桑
誉
了
的
筆
(
1
60
8
～
1
61
6
)一行一七文字一丁一

八
行

ー

-
i

建長

版
(
建
長
二一行一七文字

1
25

0
)
一

丁
一

二
行

ll

ー」I

1
1i

l

説
是一

切
世
間説或是第二階
法一切願満旡辺无数其願又熟

二
五
右二六左二七右二八右二八左

説
是
一

切
世界説是第二階
法本願満无辺数其願文就パ

二
一

右二二左二二左二一二左二四右

説
是
一

切
世
間説或是第二階
法本願満无辺无数其願又蔓

説是

一

切
世
界説是第二階法本願満无辺数其願又熨

或
散
或丸有何相貌

一
一
九

右二九左

或
丸何相
貌

二
四
右二四左

或
丸何相
貌

或丸何相

貌

既
得
定
往

二
九左

即
定
往

二
四
左

即
定
往

即
定
往

頗
有
聖教

證知

二
九左

頗有

教
証
知

二
四
左

頗
有
教
証
知

頗有

教
証
知

行
者
等自

観

三
〇左

行
者
等
自
親

二
五
左

行
者
等
自
親

行者

等
自
親

長
寿
天
難摂

也

三
二
右

長
寿
天
難
摂

二
六
左

長
寿
天
難
摂

長
寿
天
難摂

終
淪
苦
海

三
二
右

終
淪苦

悩

二
六
左

終
淪苦

悩

終淪

苦
悩

詛
労
生
或也

三
三
右

誣
労生

或

二
七
左

詛
労
生
或

詛労

生
或

何
因
聞
薬
師仏

三
四
右

何
聞薬

師
仏

二
八
右

何回

聞
薬
師
仏

何
聞薬

師
仏

遣
八
菩
薩

三
四
左

引
八
菩薩

二
八
左

引
八
菩
薩

引
八
菩薩

怜
令
得
生

三
四
左

怜
余得

生

二
八
左

怜
余
?
令
?
得
生
(
重
ね

書
き)

怜
余
得生

豈
合
弃
西方

仏
号

三
四
左

豈令

弃
西
方
仏
号

二
九右

豈令

弃
西
方
仏
号

豈令

弃
西
方
仏
号

顕
一

乗
為妙

二
乗
為
麁

三
五
左

顕一

乗妙

二
乗
為
麁

二
九左

顕一

乗
為
妙
二
乗
為
麁

顕一

乗妙

二
乗
為
麁

初
穢
後
浄自

為
斯盆

示
現
非関

三
五
左

初
穢後

浄非

開

二
九左

初
穢後

浄非

開

初
穢後

浄非

開

諸
余
大
徳

三
巻
四
右

諸
大
徳

三
巻
三
左

諸
大徳

諸
大徳

亦造

五
逆逆

名是

同

四
左

亦
造
五
逆
名是

同

三
左

亦
造
五
逆
名
是
同

亦造

五
逆
名是

同

雪
過
於
下
品
下生

之
日

五
左

空
過
於
下
品
下
生
之
日

四左

空
(雪

行
間)

過
於
下
品
下生

之
日

空
過
於
下
品
下
生
之
目

未有

造
无
問
罪

五
左

未
省
造
无
問
罪

五
右

未
省造

无問

罪

未省

造
旡問

罪

太
減
之
失
也

六
右

太
減
之
失

五
左

大
減
之
失

固執

前
非

九
右

目
執
前
非

八
右

国
執
前
非

由
学
不
学
当根

仏法

九
左

由
学
当
根
仏法

八
右

由
学
当根

仏
法

子
不
能
鑒

九
左

之
不
能
監

八
右

子
不能

監

為
是
第
三
階
人
～
請
開
演
也

一

〇
右

上
の
部
分
小
文字

八
左

上
の
部
分小

文字

无得

滅
罪
之
義

一

〇
右

无得

滅
之
義

八
左

无
人
得
滅之

義

欠

還
招過

減
之
過

一

〇
左

還
招
減
過
之
過

九
右

還
招
減
過之

過

皎然

无或

也

=
右

映然

无
或
也

九
右

皎
然
无
或
也

於
茲定

去
留

=
右

於
似
定
去
留

九
右

於
以
定
去留

進退

両
関

=
右

進
退
両
開

九
左

進
退
両
開
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且
夫
大
唐
～
邪
正
浄
土
也

三
千
刹
土

无
逢
禅
師
之
教

則
法
蔵
解
行

下
凡
之
下

三
階
集
録
並
不
得
生
浄
土

故
知
仏
可
為
第
三
階
衆
生

之
処
衆
生

大
師
以
慈
悲
経
道
滅
尽

普
教
当
未
運
不
留
普
法

又
難
日

義
撼
善
悪
之
人

多
少
一
挙
撼
包

故
僕
以
為

学
多
聞
得
堅
固

賢
護
経
第
三
巻
説

仏
威
神
故
故
令
彼
等

又
第
二
巻
説
言

賢
護
斯
諸
善
男
子

十
方
一
切
清
浄
仏
土

偏
証
第
三
階
者

何
為
彼
経
言
弃

還
有
太
過
太
減

定
不
得
生
也

皆
有
開
遮
二
門

一
与
濡
語

皆
帰
第
一
義
也

普
教
不
言
特
留
乃
是

不
得
読
誦
経
者

為
対
此
人
造
斯
重
罪
造
已

非
大
聖
教

若
如
禅
師

有
六
十
八
億
那
由
他
人

住
邪
径

与
過
去
久
遠
善
根
純
熟
故
能

一
念
即

得
罪
滅
也
四
功
徳
勝
者
前
小
乗
行
但

一
二
右

一
二
右

一
二
右

一
二
右

一
二
左

=

一左

=
二
右

=
二
右

一
三
右

コ
ニ
右

一
四
右

一
五
右

一
五
右

一
五
左

一
八
右

一
九
右

一
九
右

一
九
左

一
九
左

二
〇
右

二
〇
左

二

一
右

二

一
左

二
二
左

二
二
左

二
一二
左

二
四
右

二
六
右

二
六
右

三

一
右

三
二
右

三
二
右

三
二
左

三
二
左

上
の
部
分
小
文
字

三
千
刹

无
禅
師
之
教

則
法
蔵
経
行

凡
下
之
下

三
階
進
録
普
不
得
生
浄
土

故
知
仏
不
為
第
三
階
衆
生

之
処
亦
衆
生

大
師
以
経
道
滅
尽

普
教
時
当
来
運
不
留
普
法

又
難
善
惣
善
悪
之
人

多
少
挙
惣
苞

故
僅
以
為

学
恵
多
聞
得
堅
固

賢
護
経
第
三
巻
近
後
説

仏
威
神
故
令
彼
等

又
第
二
巻
説
近
後
言

賢
護
諸
善
男
子

一
切
十
方
清
浄
仏
土

偏
証
三
階
者

何
為
彼
言
弃

還
太
過
太
減

定
不
得
生

皆
開
遮
二
門

或
与
濡
語

皆
帰
第
一
義

普
不
言
道
留
乃
是

不
得
読
経
者

為
対
此
人
造
罪
已

非
本
聖
教

若
以
禅
師

有
十
八
億
那
由
他
人

住
邪
経

与
過
去
久
遠
无
量
劫
来
於
阿
弥
陀
仏

本
願
之
中
聞
仏
発
願
過
去
久
遠
善
根

一
〇
右

一
〇
右

一
〇
右

一
〇
右

一
〇
左

一
〇
左

一
〇
左

一
〇
左

一
一
右

=

右

=

一右

=

一左

一
二
左

二
二
右

一
五
右

一
六
右

一
六
右

一
六
右

一
六
右

一
七
右

一
七
右

一
七
左

一
八
右

一
九
右

一
九
右

一
九
左

二
〇
右

二

一
左

二
二
右

二
六
右

二
六
左

二
六
左

二
七
右

二
七
右

上
の
部
分
小
文
字

三
千
刹

无
禅
師
之
教

則
法
蔵
解
行

凡
下
之
下

三
階
集

(進
)
録
普
不
将
生
浄
土

故
知
仏
不
為
第
三
階
衆
生

之
処
?
亦
生

大
師
以
経
道
滅
尽

普
教
時
当
来
運
不
留
普
法

又
難
義
惣
善
悪
之
人

多
少
挙
惣
苞

(包
行
間
小
文
字
)

故
僅
以
為

学

(恵
解
行
間
)
多
聞
読
誦
得
堅
固

賢
誰
護
経
第
三
巻
近
後
説

仏
威
神
故
令
彼
等

又
第
二
巻
説
近
後
言

賢
護
諸
善
男
子

一
切
十
方
清
浄
仏
土

偏
証
三
階
者

何
為
彼
言
弃

還
太
過
太
減

定
不
得
生

皆
開
遮
二
門

或
与
濡
語

皆
皈
第

一
義

普
不
言
道
留
乃
是

不
得
読
誦
経
者

為
対
此
人
造
罪
已

非
本

(太
ト
モ
読
メ
ル
)
聖
教

若
以
禅
師

有
十
八
億
那
由
他
人

於
邪
経

与
過
去
久
遠
旡
量
劫
来
於
阿
弥
陀
仏

本
願
之
中
聞
仏
発
願
過
去
久
遠
善
根

欠

偏
証
三
階
者

何
為
彼
言
弃

還
太
過
太
減

定
不
得
生

皆
開
遮
二
門

或
与
濡
語

皆
帰
第
一
義

普
不
言
道
留
乃
是

不
得
読
経
者

為
対
此
人
造
罪
巳

非
本
聖
教

若
以
禅
師

有
十
八
億
那
由
他
人

住
邪
経

与
過
観
不
能
滅
旡
量
罪
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一

丁
一

二

行

作
四
念
処
観
不
能
滅
无
量
罪

三
四左

純熟

故能

一

念
得
罪
滅
也
四
功
徳
勝

純蔓

故能

一

念
即
得
罪
滅
也
四
功徳

者前

小乗

行
但
作
四念

処
観
不
能
滅

勝
者前

小
乗
行
但
作
四
念
処観

不
能

无
量罪

二
九右

滅無

量罪

无
量
罪今

念仏

一

声
能
除
八
十
億
劫生死重罪

三
五
右

无
量罪

如
経
具
説
故一

念
念
仏
功
徳滅罪今念観不能滅无量罪今念仏一声能除八十億劫生死重罪

无
量罪

(
如
経
具
説
故一

念念

仏功徳滅罪今念観不能滅旡量罪欄外二横二書イテアル)今念仏一声

一

声能

除
八
十
億劫

生
死
重
罪

无
量
罪如

経
具
説
故
一

念
念
仏
功
徳滅罪今念観不能滅无量罪今念仏

二
九右

能
除
八
十
億
劫
生
死
重
罪

又
禅
師引

教
意

四
巻
一

左

又禅

師所

引
教
意

四
巻
一

左

亦禅

師所

引
教
意

求
諸
教意

二
左

求諸

聖
意

二
右

求諸

聖
教
意

七
宝
転
関牀而皆染著
懈慢

国
土定生極楽国也

三
右三左四右

七
宝
転開

牀皆染著懈慢
国
土定生極楽国

三
右三右三左

七
宝転

開床皆染着懈慢

国
土定生極楽国

十
方
浄
土
実无

差
別准依観経反起邪三毒耶止見神鬼魔感魔現来耶魔来現身老善相皎然反生誹謗

四
右六右七右七右八左八左九右九右

実
十
方
浄
土
旡
差
別唯依観経返起邪三毒耶上見神鬼魔感魔現来魔来現身善相咬然辺生誹謗

三
左五右六右六右七右七右七左八右

実
十
方
浄
土
無
差
別准依観経返起邪三毒耶上見神鬼魔感魔現来(魔行間)来現身善相咬(皎行間ニ

ア
リ
)

然返生誹謗

隠
魔
難
知
也薩陀波崙菩
薩如是云云四十八願接引

娑婆

衆
生若是正者菩提之意不渝

一

〇
右一〇左一〇左一一右=一右二二右

隠
魔
難知薩陀波倫

菩薩如是云云四十八願願接

引
娑
婆衆

生若是是正者菩提之意不渝

八
左八左九右九右一〇右=右

院魔

難知薩陀波倫

(
崙
行
間
ニ
ア
リ
)

菩薩如是云云四十八願々接引娑婆衆生若是正者菩提之意不倫(偸欄外ニアリ)

欠

精進

之
意

一

四
右

精
進
意

=
一

右

精
進
之意

十
一

受
楽

一

五
右

十
一

苦
楽

=
二
右

十一

苦楽

除却

百
劫
生
死
之
罪

一

八
右

除
却
百
億劫

生
死
之
罪

一

五

右

除
却
百
億劫

生
死
之
罪

広則

旡
辺

一

八
右

広
无
辺

一

五

左

広
即
无
辺

当
思
勉
励
也

一

八
左

当
思
勉
励

一

五
左

当
思勉

励

兜
率業

者
慈
氏
菩薩

二
二
左

兜
率
業
慈
氏菩

薩

一

九
右

兜
率
之
業
慈氏

井

浄
土
非
三
界
摂

一
一

六

左

浄
土
非
三
界

二
二
右

浄
土
非
三
界
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請
為
解
釈
也

未
得
行
不
退

浄
仏
国
土

逗
機
機
有
深
浅

惑
有
人
法

但
如
此
経
所
説

不
習
小
乗
法
何
能
学
大
乗

並
為
逗
機
不
同

於
第

一
義
諦

如
融
金
聚

十
力
四
旡
畏
三
解
脱

亦
有
勧
修

唯
勧
往
生

然
以
見
仏

乃
至
云
云

生
盲
生
癧

現
利
後
利

経
文
亦
応
説

於
聖
人
念
耶

解
脱
之
国

就
此
垂
終
一
念
也

色
无
色
界
善
業
也

且
雑
業
是
欲
界
人
天
之
業

以
此
准
知

何
者
三
十
益

但
自
不
解
経
意

縣
尉
微
官

定
非
定
之
二
業
止
作
両
持

繋
関
三
界

備
弁
船
舫

今
二
乗
種
不
生
者

為
説
四
諦
令
其
具
断

但
名
菩
薩

如
来
滅
度
也

皆
已
度
訖

二
八
左

三
〇
右

三
〇
左

五
巻

二
右
二
右
二
右
二
左
二
左
二
左
三
左
四
右
四
左
四
左
九
左

一
〇
右

一
〇

右

一
〇
右

=

一右

一
二
左

=

二
右

一
四
右

二
二
右

二
二
左

一
=
二
右

一
一一二
左

二
六
右

二
六
右

二
六
左

二
七
右

二
八
左

二
九
左

三
二
左

三
三
右

六
巻
二
左
二
左

請
為
解
釈

未
得
行
不
退

浄
国
土

逗
機
有
深
浅

或
有
人
法

只
如
此
経
所
説

不
学
小
乗
法
何
能
習
大
乗

為
逗
機
不
同

於
第
一
諦

如
聚
金
融

十
力
旡
畏
三
昧
解
脱

亦
有
観
修

唯
観
往
生

以
然
見
仏

乃
至
云
云

生
盲
生
癡

現
利
後

経
亦
応
説

於
聖
人
念

解
脱
之
図

就
此
垂
終
一
念

色
旡
色
界
善
業

早
雑
業
是
欲
界
人
天
之
業

以
此
唯
知

何
者
三
十

但
自
不
解
経

縣
尉
後
宮

定
非
定
之
行
業
只
作
両
持

繋
開
三
界

備
弁
舩
艘

今
二
乗
種
不
生

為
説
四
諦
令
具
断

倶
名
菩
薩

如
来
滅
後
也

已
度
訖

二
四
右

二
五
右

二
五
左

五
巻
一
左
一
左
二
右
二
右
二
右
二
左
三
右
三
左
三
左
三
左
八
右
八
左
八
左
八
左

一
〇
右

一
〇
左

=

右

=

左

一
八
右

一
八
左

一
九
右

一
九
左

二
一
左

一二
左

二
二
右

二
二
左

≡
二左

二
四
左

二
七
右

二
七
左

六
巻
二
右
二
右

請
為
解
釈

未
得
行
不
退

浄
国
土

逗
機
有
深
浅

或
有
人
法

只
如
是
経
所
説

不
学
小
乗
法
何
能
習
大
乗

並
為
逗
機
不
同

於
第

一
義
諦

如
聚
金
融

十
力
旡
畏
三
昧
解
脱

亦
有
勧
修

唯
勧
往
生

然
以
見
仏

乃
至
云
云

生
盲
生
癡

現
利
復

経
亦
応
説

於
聖
人
念

解
脱
之
国

就
此
棄
終

一
念

色
无
色
界
善
業

且
雑
業
是
欲
界
人
天
之
業

以
此
唯
知

何
者
三
十

但
自
不
解
経

縣
尉
後
宮

定
非
定
之
行
業
只
作
両
持

繋
閑
三
界

備
弁
舩
艘

今
言
二
乗
種
不
生

為
説
四
諦
令
具
断

但
名
菩
薩

如
来
滅
後
也

皆
已
度
訖

逗
機
機
有
深
浅

或
有
人
法

只
如
此
経
所
説

不
学
小
乗
法
何
能
習
大
乗

為
逗
機
不
同

於
第

一
義
諦

如
聚
金
融

十
力
无
畏
三
昧
解
脱

亦
有
勧
修

唯
勧
往
生

以
然
見
仏

乃
至
云
云

生
盲
生
癡

現
利
後

経
亦
応
説

欠

如
来
滅
後
也

巳
度
訖
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一

丁
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二

行

諸
仏所

師故彼浄土
言
旡
苦者又日今言度苦衆生

者此多怨害処彼云何有八万戸虫是心作仏是心是仏本无出処観見此相等旡差別縁事外観衆生心見分心如来加被設我得仏

九
右一〇左=右=一右一四右一五右一六左一八左一九右二二右二二右二六右

諸
仏
所
帰故彼浄土
言
无苦

也釈日今言度苦衆生
者此多怒害処也復云何有八万戸虫是心是仏是心作仏本无出趣見此相等旡分別縁事外観衆生見分心如来設我得作仏

七
左八左九左一〇左=左一二左一四右一五左一六右一八右一八左一二左

諸
仏
所
師故彼浄土
言
无
苦
也釈日今言度苦衆生
者此多怒害処也復云何有八万戸虫是心是仏是心作仏本无出趣見此相等无分別縁(行間)事外観衆生

見
分
心如来設我得作(行間小文字)仏

諸
仏所

師故彼浄土
言
旡
苦
也釈日今言度苦衆生
者此多怒害処也復云何有八万戸虫是心是仏是心作仏本无出趣見此相等旡分別縁事外観衆生見分心如来設我得作仏

下
品
中
生
罪
重
前
品

二
八
右

下品

中
生
重
罪前

品

≡
二
左

下
品
中
生
重
罪
前
品

一

言勝

者

三
一

右

言一

勝
者

二
五
左

言
j

勝
者

最尊

最勝

三
一

右

最尊

勝

二
六
右

最
尊
勝

命
在
斯
須

三
一

左

命在

斯
頃

二
六
右

命
在斯

頃

欠

何
得
懐
疑也

三
三
右

何得

壊
教
也

二
七
左

何得

壊
教
也

於
汝
意
云
何

三
三
左

於意

云
何

二
七
左

於意

云
何

還
是
凡夫

所
摂

三
五
左

還是

凡
夫
所
搆

二
九
左

還
是凡

夫
所
搆

威如

妙釈

七
巻一

右

成如

妙
釈

一

右

成如

(
行
間
小
文
字)

妙釈

悉
皆
平等

二
右

悉
平等

一

左

悉
皆平

等

属
仏
不
同

二
右

属師

不
同

一

左

属師

不
同

言
多
者
言
用多

也

二
左

言多

用也

二
右

言多

用
也

起
不
善
業

六
右

起
不善

心

五
右

起
不
善
心

斬
截
其身

七
右

折
截
其身

六
右

折
截
其身

偃
臥
不
定

七
右

偃
坐
不
定

六
右

偃
坐
不
定

欠

如被

楚
撻

七
右

如
被
杖
楚

六
右

如
被
杖
楚

及諸

刀
林

七
左

及
諸
刀
山

六
左

及
諸
刀
山

此
或
是
来
迎

九
右

此
或
是仏

来迎

七
左

此
或是

仏来

迎

朦朧

似
覩
也

九
左

朦朧

似
観也

八
右

朦
朧
似
観也

指彼

華
開
之時

一

〇
右

於
彼
華
開之

時

八
左

於
彼
花
開之

時

亦遅

下
品
中
生
六
却
四
十
三
劫也

一

二

右

亦
遅
下
品
中生

四
十
三
劫
也

一

〇
右

亦
遅
下
品
中生

四
十
二
劫
也

重
罪
罪
業勢

力

一

四
右

重
罪
業勢

力

=
左

重
罪
業勢

力

重
罪
業
勢
力



　　

或
未
念
仏
不
可
滅

有
其
勢
力

及
涅
槃
経

爾
時
文
殊
師
利

五
逆
誹
謗
者

亦
是
王
法
罪
人

二
十
一
種

自
心
明
了
見

一
切
仏
得
厳
浄
仏
刹

无
智
俗
士

将
非
此
法
是
虚
偽
矣

直
心
直
行

三
昧
鏡
中

来
現
鏡
中

何
所
疑
哉

抉
其
眼
膜

身
軽
気
猛
行
駛

以
是
因
縁

望
前
随
喜

仏
於
起
座

有
二
十
四
人

有
一
比
丘
尼

一
六
右

一
六
左

一
八
左

二
〇
右

一
二

左

一
llil右

二
三
左

二
四
右

ご
五
右

二
五
右

二
六
右

二
六
左

二
六
左

二
九
右

二
九
左

三
三
左

三
四
右

三
四
右

三
六
左

三
七
右

三
七
右

念
仏
不
可
滅

有
勢
力

故
涅
槃
経

時
文
殊
師
利

五
逆
誹
謗

亦
是
正
法
罪
人

二
十
五
種

得
厳
浄
仏
刹

无
知
俗
士

将
非
或
学
此
法
是
虚
仮
矣

真
心
直
行

三
昧
境
中

来
現
境
中

何
須
疑
哉

决
其
眼
膜

身
軽
気
猛
行
駿

以
此
国
縁

望
前
随
喜

仏
於
座
地

二
十
四
人

有
比
丘
尼

=
二左

一
三
左

一
五
左

一
六
左

一
七
左

一
九
右

一
九
左

一
九
左

二
〇
左

二
〇
左

一
=
左

二
二
右

二
二
右

二
四
右

二
四
左

二
八
右

二
八
右

二
八
右

三
〇
左

三
〇
左

三
〇
左

或
念
仏
不
可
滅

有
勢
力

故
即
涅
槃
経

時
文
殊
師
利

五
逆
誹
謗

亦
是
王
法
罪
人

二
十
五
種

得
厳
浄
仏
刹

无
知
俗
士

将
非
或
学
此
法
是
虚
仮
矣

直

(真
ノ
字
行
間
ニ
ア
リ
)
心
直
行

三
昧
境
中

来
現
境
中

何
須
疑
哉

决
其
眼
膜

身
軽
勇
猛
行
駿

以
此
回
縁

望
(前
ノ
字
行
間
小
文
字
ア
リ
)
随
喜

仏
於
座
地

二
十
四
人

有
多
比
丘
尼

念
仏
不
可
滅

有
勢
力

故
涅
槃
経

時
文
殊
師
利

五
逆
誹
謗

亦
是
王
法
罪
人

二
十
五
種

得
厳
浄
仏
刹

旡
知
俗
士

将
非
此
法
是
虚
仮
矣

真
心
直
行

三
昧
境
中

来
現
境
中

何
須
疑
哉

决
其
眼
膜

身
軽
気
猛
行
駿

以
此
国
縁

望
随
喜

仏
於
座
地

二
十
四
人

有
比
丘
尼

イ
ン
タ
ｰ
ネ
ｯ
ト
公
開
許
諾
の
な
い
文
章
に
は
墨
塗
り
処
理
を
施
し
て
い
ま
す
︒




